
和服寸法に関する考察　（第4報）

大裁女物長着の衿下の設定について

神　田　和　子

The　Study　of　the　Measurements　for　K［MONO（4）

　　　　　Setting　ERISHITA　or　K刀MONO

Kazuko　KANDA

　　Ihave　had　this　study　as　the　fourth　report　about　KIMONO．

　　Following　the　first　report－Setting　the　YUKI．　The　second　report－Setting　KITAKE

and　MITAKE．　The　third　report－Setting　ERIKATAAKI，　KURIKOSHI　and　OKUMI－

SAGARI．　　　　　　　　　　　’

　　For　the　fitted　KIMONO　on　every　body　and　form，　we　must　think　to　take　the

beauty　out　of　KIMONO．　So　I　think　it　important　that　we　must　know　how　to　measure

and　how　to　use　it　as　I　pointed　out　in　the　first　report．

　　This　time　I’ll　show　you　that　I　have　found　a　rule　setting　formula　of　ERISHITA

testing　how　to且t　the　KIMONO　to　body　and　how　to　keep　its　beautiful　form．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　　　言

　今回の研究は，第1報の「和服長着のゆきの設定について」，第2報の「大裁女物長着の着丈・身

丈の設定について」，第3報の「大裁女物長着の衿肩明き・繰り越し・社下りの設定について」．に

ひきつづいて行ったものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’　d

　第1報に述べましたように「いかなる体格や体型にも適合するような和服寸法を設定する」には，

和服の美しさを生かすように配慮した身体計測のあり方と，その計測値の利用のしかたが大切なの

で今回は，「大裁女物長着の衿下の設定について」体格に対する適合の上にさらに着くずれ防止を

加味した実験を行って設定式を求めたので報告する。

II．実験材料及び方法

1．実験材料として市販の浴衣地を用いた。材料の組成は表1の通りである。

表1材　料　の　組　成

材　料　名

浴　衣　地

繊　　維

綿　　100％

組　　織

平　　織

厚　さ（m）

0．35

密 度（本1c皿）

た対よこ
26 25

重　　量
　（9／c血）

1．06
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　2．大裁女物長着の着くずれについて衿下寸法がどのように関係するかを調べるために，衿幅は

従来一般に用いられている，A一広衿（11cm幅），　B一ぽち衿（衿先7．5cm幅），　C一狭衿（5．5

cm幅）の3種類について，衿（衿先縫代はA，　B，Cともに4cm），社，前身頃を実物大に製作し

て，実験用資料とし，それに図1の如く作図した。①衿付止りを通る衿下線に直角な線を引いて0

線とする。②0線より上部に0線に平行する線を1cm間隔で8本引き，それぞれ1，2，3，4，5，

6，7，8の線とする。　③さらに8の線から2cm上部に0線に平行する線を引き10の線とする。

④10の線から5cm上部に0線に平行する線を引き15の線とする。⑤0線から下部に0線に平行す

る線を1cmの間隔で2本引き，－1，－2の線とする。⑥一2の線から3cm下部に0線に平行

する線を引き一5の線とする。次に図2の如く作図した。①衿付止りを起点にして衿下線を基線と

する10°間隔の放射線を引く，②衿付止りから衿下線上に16cm下った位置をa・とする。③a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
から水平の位置でa・を通る衿下線に直角な線が各放射線に交る点をそれぞれa2，　a3，　a4，　a5とす

る。そしてこの各点に糸ループをつけた。

　3．着用実験の対象として市販の紙張りボデイ（アダム製）に天竺木綿で布張りしたものを用い，

それに①ウエストライン・ヒップライソ，前面正中線，背面正中線を印す。②さらにウエストライ

ンから7cm下ったところに平行線を印してそれを腰紐：下端と合わせる線とする。③この線と前面

正中線との交点から右脇に16cm離れた点を求め，その点を通る垂直線を引いて衿下線と合わせ

る線とする。

　4．腰紐は市販の3cm幅のエラステック製の止金付きのもので，10％伸びるように調節して使

用した。
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図1．腰紐の位置

前身頃

図2．荷重の位置

　実験1・垂直荷重時の動き

　①実験用資料の一5の線から15の線までの14通りを腰紐の位置として，上記の腰紐でボデイの所

定の線に合わせて止める。②a・，a2，a3，a・，a・の各ループについて1009から509刻みに3509

までの重りを吊して腰紐の位置での衿，妊，前身頃の動きの分量とその範囲をノギスで測定する。

　実験2．斜方向荷重時の動き

　実験1．と同じ方法で資料をボデイに止め，a・，　a2，　a3，　a・，　a・の各ループに丸型棒テンショソゲー

ジを掛けて放射線の方向に力を加えて引き動きはじめた時の力を測定する。同一箇所を5回測定し

てその平均値をとる。
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表2．垂直方向荷重時の動きと動きの範囲

腰紐の位置
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腰紐の位置 衿 荷重（9） a1 a2 a3 i・・ a5

→
300 30．15十〇．3 0十〇．1 0十〇．1

6 C
→ ← ←350 3．5　0．3十〇．7 0十〇．2 ⑥　　0．1 6．5　0．2十〇．1 4　0．3十〇．1

← ←300 5．2　　　　0．1 3．5　　　　0．15

A
← ←350 5．5　　　　0．2 5　　　　0．3

，

←250 2　　　　0．05

← ←
B 300 3．5　　　　0．05 2　　　　0．05

7
→ ← ←350 2．5　0．2十〇．2 5．5　　　　0．15 5　0．2十〇．1

→ ←250 2　0．1十〇．25 ひ 3．5　　　　0．2

→ ← ←
C 300 3．5　0．2十〇．7 5．5　　　　0．3 4　0．3十〇．05

→ ← ←
350 3．5　0．2十〇．7 0．05 ⑤　　0．1 6．5　　　　0．3 5　　　　0．4

← ←
A 350 5．5　　　　0．15 5　0．2十〇．1

→ ← ←300 10．05十〇2 2　　　　0．05 2　　　　0．05
B

→ ← ←350 2．5　0．2十〇．2 6．5　　　　0．15 5　0．2十〇．1

8
→ ← ←250 1．5　0．1十〇．2 3　　　　0．15 3．5　0．1十〇．05

→ ← ←
C 300 2．5　0．2十〇．7 5．5　　　　0．1 4　0．1十〇．05

→ ← ←350 3．5　0．2十1．5 6　　　　0．2 5　　　　0．3

← ←
A 350 5．5　　　　0．153．5 0．1十〇25

→ ← ←
300 10．05十〇．2 5。5　　　　0．05 3　　　　0．05

B
→ ← ←

350 2　0．1十〇．25 6　　　　0，154．5 0．2
10

→ ← ←250 1　0．1十〇．2 4．5　　　　0。05 4　　　　0．2

→ ← ←
C 300 1　0．1十〇．8 0十〇．05 6．5　　　　0．18 4　0．2十〇．08

→ ← ←
350 1．5　0．2十2 0十〇．4 ⑤　　α1 6．5　　　　0．3 5　　　　0．38

← ←
A 350 5．4　　　　0．1 3　0．1十〇．2

←
300 0十〇．05 2．5　　　　0．05

B
→ ← ←

350 1．2　0．1十〇．8 0十〇，2 50．05十〇．1 3．5　0．1十〇．05
15

250 0十〇．1 0十〇．05 0十〇．05

→ ← ←
C 300 1　0．1十1．2 4．50．05十〇．1 3　0。1十〇．2

→ → ← ←
350 2　0．4十2．5 20．2十1．2 3　　　　0．2 3．5　　　　0．3

表2の→印は，垂直方向に荷重したとき社が衿付けから脇の方向へどれだけ動いたかの範囲を示す。

←印は，垂直方向に荷重したとき柾が柾付けから衿付けの方向にどれだけ動いたかの範囲を示す。

十印は，垂直方向に荷重したときに社が腰紐と一所に動いたことを示す。○印は，垂直方向に荷重

一11一



東京家政大学研究紀要第14集

したときに妊幅の中央から左右に動いたことを示し，○印の中の数字は動きの全体の長さを示す値

である。無印の数字は妊が下の方向に動いた長さを示したものである。

（9）

900

800

700

600

500

田400

揮300

　200

　100

一広衿
一一一一 ﾎち衿
一一一 ｷ衿

一5　　－2－1012345678　
10

－一鼾?Rの位置
15

図3．斜方向動き始めの荷重

III．実験結果の考察

　1．　斜方向の荷重に対しては，衿付け止りを起点として衿下方向と荷重方向とのなす角が大きい

ほど動きにくい。即ち，a1，　a・，　a3，【a・，　a、の順に動きにくい。また，衿幅が広いほど動きにくい，

即ち着くずれしにくい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　垂直方向の荷重に対しては，1009の荷重では腰紐の位置が一2～15のときは，a、，　a2，　a3，　a、，a5

のいずれの荷重位置でも動きは認められない。150gの荷重では腰紐の位置が一5のときはa、，　a4，’

a，の荷重位置で一一一・2のときはa・，a・の荷重位置で一一1のときはa・の荷重位置で動き，腰紐の位

置が0～15のときは動きが認められない。2009の荷重では，腰紐の位置が0（衿付け止りと腰紐

下端が一致）以下のときは動き，腰紐の位置が1～15のときは動きは認められない。荷重がa3即

ち社幅の中央の位置は動きは殆んどなく荷重に対して受ける影響が小さい。そしてa・，a・，　a5，　a・の

順に動きが増えて受ける影響も大きくなっている。しかしa・の位置は，動きの分量が極めて少い

から着くずれには影響しない。a・の位置は動きの分量が最も大きい。従って衿下線の位置は衿幅

も腰紐の位置も着くずれには大きく影響していることが明かである。

一12一
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　（9）
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謬
：
：
：

／
期

　　　一5　 －2－1012345678　10
　　　　一腰紐の位置

　　図4．広衿一垂直方向動き始めの荷重

　　　　　　　　　（a・）

1
5

　（9）

1
：
1

塁lll

　4001
　300

　200

　　　－5　 －2－1012345678　10
　　　　一ア腰紐の位置

　　　　図7．　広衿一斜方向動き始めの荷重

　　　　　　　　　　（a4）

　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

糊3°°　　　　　　　　　　糊60°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500
檸　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　檸

　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200

　　　－5　－2－1012345678　10　　　　15　　　　　 －5　 －2－1012345678　10　　　　15
　　　　－一ア腰紐の位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰紐の位置

　　図5．　ばち衿一垂直方向動き始めの荷重　　　　　　　　図8．　ばち衿一斜方向動き始めの荷重

　　　　　　　　　　（a・）　　　　　　　　　　　　　　　　　（a4）

　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　700

糊3・・　　　　　　　　　　細6°0

　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200

　　　－5　 －2－1012345678　10　　　　15　　　　　 －5　 －2－1012345678　10　　　　15
　　　　一腰紐の位置　　　　　　　　　　　　　　一腰紐の位置

　　図6．狭衿一垂直方向動き始めの荷重　　　　　　　　　図9．狭衿一斜方向動き始めの荷重

　　　　　　　　　　（a・）　　　　　　　　　　　　　　　　　（a4）

2。図4，5，6に示したように広衿，ぽち衿の場合には腰紐下端の位置が衿付止りから2cm以

上上部に，狭衿では1cm以上上部にあれぽよいと思われる。衿幅が広いほど安定度は大きい。即

ち着くずれしにくい。

　腰紐の位置が6の線では動いた時の荷重値が少くなっているが，これは衿先縫代のはずれた部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13一
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は縫代分だけ薄いためにおこったもので，この程度のことは着くずれには影響しない。このことは

生体では体内からの圧力も作用するので問題にならない。

　3．図7，8，9に示したように斜方向の荷重に対する動きは，垂直方向のそれよりも大きな数値

を示すが，それは，図10に示したように衿付止り点を起点として斜方向（角θ）に働く力F（荷重

力）は，衿下線の方向に働く力！と腰紐線の方向に働く力！ノの合力であるからである。！ノの力

即ち腰紐線の方向に働く力が少い場合には，斜方向に働く力Fと垂直方向（衿下線の方向）に働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く力！との間には，FcOSθ＝fの式が成り立つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いま，衿付止りを起点とする斜方向の線6に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平行して腰紐線と衿付線との交点0を通るWt　bノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を引きbノ線に0点で直交する線グを引くとグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の長さは，衿に腰紐のかかるPよりも大きくな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。そのことは，同一荷重の場合に斜方向に対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しては，垂直方向に対するより以上に動きを抑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止することになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日常の動作の大部分の動きは，斜方向に働く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力による。したがって斜方向に働く荷重力より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も小さい荷重力で動く垂直方向の場合における

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動きを抑止する位置を定めれば，和服の着くず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを防ぐことができるのである。

衿 祇 前身頃

ノ
！
／

P 0

’
P 腰

f’ 紐

θ　　　　b’
f

F

b
図10．荷重力

！

IV．衿下寸法の設定

　衿下寸法は，和服姿の美しさと着くずれに影響を及ぼす。衿下が体格に合わないで長すぎると衿

先が腰紐からはずれて，着くずれを起す。衿下が短いと，お端折りを整えた時に衿先が端折りの下

に長く出て，衿下線がすっきりしないばかりでなく，掛け衿丈が短くなって形が悪くなり，着物の

美しさをそこなうことになる。

　そこで着くずれ防止の点からは，「広衿」と「ぽち衿」の場合には腰紐が衿先に2cm以上かか

るように衿付止りを定めればよい。「狭衿」の場合は，腰紐が衿先に　1・cm以上かかるように衿付

止りを定めればよい。

　衿下線の美しさの点からは，衿付止りは，端折りの下端までとし，それよりも短くならないよう

に定めればよい。

　裁ち方の上からは，掛け衿丈が短くならないように，着くずれを起さない範囲内で衿付止りを上

げて衿下寸法を長くすれぽよい。

　図11に示すように，腰紐の上端から裾までをa，端折りの下端から裾までをcとした場合にa，c

の求め方は第2報で述べた通りである。

　着くずれ防止と，衿下線の美しさを満す衿下寸法は，次の式で求められる。

　　C－△＜x＜a一γ一・一δ一ε

　　　　。X……衿下寸法

　　　　。△……着装時の右脇裾から上前褄先上り
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　　　　図11．　衿下の設定

が衿先にかかる分量2cm）

同じ条仲を適用）である。

a

　　。γ……腰紐幅

　　。δ……着装時の左脇裾から下前褄先上り

　　。ε…・・腰紐下端が衿先にかかる分量

身長156．7cmの場合のa，　cの値1）は，（i）浴衣

ではaの値は89．5cm，　cの値は80．5cm。　（ii）平

常着ではaの値は91．5cm，の値は82．5cm。　（iii）

外出着ではaの値は94．5cm，　cの値は85．5cmで
ある。

　前記の衿下の設定式に身長156．7cmの場合の値を

代入すると，（i）浴衣の場合に衿下寸法は76．5cm～

78．5cm（着装時の右脇裾から上前褄先上り寸法4cm，

左脇裾から下前褄先上り寸法7cm，腰紐幅3cm，腰

紐下端が衿先にかかる分量を狭衿の場合として1cm）

となる。（ii）平常着の衿下寸法は79．　O　cm～80．5cm

（着装時の右脇裾から上前褄上り寸法3．5cm，左脇裾

から下前褄先上り寸法6cm，腰紐幅3cm，腰紐下端

となる。（iii）外出着の衿下寸法は82．　O　cm～83．5cm（平常着の場合と

V：結 論

　1・　衿下線の美しさの点から衿付止りは，端折りの下端までとし，それよりも衿下寸法が短くな

らないように定める。

　2．着くずれ防止の点からは，「広衿」と「ぽち衿」は，腰紐が衿先に2cm以上かかるように，

「狭衿」は，腰紐が衿先に1cm以上かかるように衿付止りを定める。

　3．　衿下寸法の設定式は，c－△＜x＜a一γ一δ一εである。（a…腰紐上端から裾まで，　c…端折り

の下端から裾まで，X…衿下寸法，△…着装時の右脇裾から上前褄先上り，γ…腰紐幅，δ…着装時

の左脇裾から下前棲先上り，ε…腰紐下端が衿先にかかる分量）
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